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はじめに 

 

 

このメンテナンスマニュアルは、通常行う主要部品の交換、及び調整の整備要領を説明しています。 

本書は実践に際して原因発見に重点を置き、実際の主な現象をトラブル例として上げ、その原因と対策を

簡素に編集いたしました。 

本書が皆様の点検、調整、分解、組立などに関するサービスの手引きとして、一助になれば幸いです。 

なお、改良などの仕様変更などにより、記載内容が実機と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

警  告 
 

部品の交換や調整を行う際には必ずメインスイッチの電源を切ってから行ってください。 

事故、けがなどの原因となりますので、十分注意して作業を行って下さい。 

また、ヤケドの原因となりますのでヒーターまわりの作業時には必ずヒーター部の温度が下がってい

ることを確認してから実行してください。 

当社は作業中の事故、けがなどの補償には、一切応じられませんので、ご了承ください。 

 

 

注  意 

 

このメンテナンスマニュアルは整備に関することがらを全て記載している訳ではありません。 

整備上の一般知識及び技能の無い方は、点検、調整、分解、組立てなどを行わないでください。 

トラブル及び機械破損などの原因となる場合があります。 

また併せて取扱説明書を熟読の上、作業を実行してください。 
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機械動作の説明 

 

機械整備は、機械の動作を十分に理解して行って下さい。そうすることで、より安全にトラブル箇所の

発見や対処を行うことができます。 

 

JDⅡ型自動帯束機は、帯束する動作と輪を作る動作を一回転するごとに行います。輪が出来ている状態

が 原点 となります。スタートスイッチを押すと帯束動作を始め、帯束ワークに巻き付いたあとにヒ

ーターが接着動作を行います。帯束終了時が 中間点 となり、その後ワークを取るとオートセンサー

が働いて輪を作り、原点に戻って次の作業を行う準備が整います。 

 

原点からスタートさせた瞬間にクチバシがテープをつかみ、反転爪が下がってテープを離し、つかみ換

えて、ローラーがテープを引き締める動作を同時に行います。テープがワークに巻き付いたあと右クラ

ンプ、次にテープクランプがテープをつかんで、テープが張った状態になり、カッターが上がってきま

す。そして反転爪が前に出てテープをつかみ直すと同時にカッターがテープを切り、ヒーターがテープ

を接着させます。 

 

中間点からは反転爪が 90 度反時計回りに回転した時に、ローラーがテープを送り始めます。 

反転爪は回転しながら上がり、水平になった時にスペーサーが前に出ます。クチバシがテープをつかむ

準備をして原点に戻ります。 

 

 

この仕組みを理解していただきますと、より早くトラブルの原因をつかむことが出来ます。 
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１．トラブルシューティング 

 

１－１．テープの接着不良 

 

現象：接着がまったくできない。または接着したりしなかったりする。 

原因 1 カートリッジヒーターが断線している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.12 カートリッジヒーターの交換 

 

原因 2 ヒータースプリングが破損している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.18 ヒータースプリングの交換 

 

原因 3 コントロール基板の不良により、温度調整がきかない。 

対 策：ヒーターの温度調整不良かを確認する。 

参照先：本書 P.23~25 ヒーターの調整 

    温度調整不良ならコントロール基板を交換する。 

参照先：本書 P.20 コントロール基板・ヒューズの交換 

 

原因 4 反転爪の不良により、テープの接着面の合わせしろが短くなり、テープが外れる。 

対 策：反転爪を交換する。 

参照先：本書 P.15 反転爪の交換 

 

原因 5 テープの通る所に粘着テープが付いて合わせしろが短くなる。 

対 策：テープが通る所を点検、清掃する。 

参照先：本書 P.11 粘着テープの不具合について 

 

現象：帯掛け後テープが弾けて、接着が外れる。 

原因 1 帯束ワークの反発で外れる 

対 策：引締め調整ノブを緩め、アタッチメントの位置を変えて帯束ワークを右に寄せる。 

    引締め調整ノブが一定でもワークを右に寄せる程よく締まるようになる。 

参照先：取扱説明書 P.10 アタッチメントの位置調整及び商品の位置 

 

  



 

5 

 

現象：テープの接着面が溶けすぎて外れる。 

原因 1 ヒーター設定温度調整不良。 

対 策：ヒーター設定温度を変更する。 

参照先：取扱説明書 P11 設定モード(ヒーター設定温度の変更) 

 

現象：接着している部分としていない部分がある。 

原因 1 スペーサーとヒータープレートの角度がずれている。 

対 策：ヒータープレートの角度を調整してスペーサーに合わせる。 

参照先：本書 P.23~25 ヒーターの調整 

 

 

１－２．テープカット不良 

 

現象：テープが全く切れない。 

原因 1 右クランプスプリングが破損している。またはヒータースプリングが破損している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.18 ヒータースプリングの交換 

参照先：本書 P.19 右クランプスプリングの交換 

 

現象：テープの切れが悪い。切れる所と切れない所がある。 

原因 1 カッターが摩耗している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.16 カッターの交換 

 

原因 2 スペーサーと右クランプの角度がずれて、テープを全体でつかんでいない。 

対 策：右クランプの角度をスペーサーに合わせる。 

参照先：本書 P.26 右クランプレバーの調整 

 

原因 3 テープクランプ上とテープクランプの角度がずれて、テープを全体でつかんでいない。 

対 策：テープクランプ上の角度をテープクランプに合わせる。 

参照先：本書 P.28 テープクランプ部の調整 
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１－３．テープの輪立ち不良 

 

現象：テープの輪の大きさが一定しない。 

原因 1 テープの通し方が間違っている。 

対 策：テープを正しく通す。特にテープ巾決めピンとテープ巾決め平行ピンの間を 

テープが通っているかを確認する。 

参照先：取扱説明書 P.7 テープの通し方 

 

原因 2 使用テープの巾が細い。 

対 策：テープ巾決めを使用テープに合わせる。 

参照先：本書 P.27 テープ巾決めの調整 

 

現象：テープを送る時に、ローラー、テープクランプ部にテープが詰まる。 

原因 1 テープ新品時にテープ先端を止めている粘着テープが付着している。 

対 策：粘着テープを取り除く。 

参照先：本書 P.11 粘着テープの不具合について 

 

原因 2 ゴムローラーの摩耗によってテープが蛇行している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.14 ゴムローラーの交換 

 

現象：テープは送るが輪が出来ない。 

原因 1 スペーサースプリングが破損してスペーサーが戻らず、輪が出来るまでテープが送れない。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.22 スペーサーAssy・スペーサーの交換 

 

原因 2 反転爪不良によりテープ先端をつかんでない。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.15 反転爪の交換 
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１－４．テープの引締め不良 

 

現象：引締め調整ノブを強く調整しても、引締めが弱い。 

原因 1 アタッチメントの位置が左によっている。 

対 策：アタッチメントの位置を右にする。 

参照先：取扱説明書 P.10 アタッチメントの位置調整及び商品の位置 

 

原因 2 ゴムローラーが摩耗して引締めが不足している。 

対 策：交換する 

参照先：本書 P.14 ゴムローラーの交換 

 

現象：テープ輪は送るが引締めはしない。 

原因 1 スラストベアリングが破損している。 

対 策：交換する。 

参照先：本書 P.17 スラストベアリングの交換 

 

 

１－５．機械の起動不良 

 

現象：メインスイッチは入るがパワーランプが入らず起動しない。 

原因 1 カートリッジヒーターの断線により、ショートしてヒューズが切れる。 

対 策：カートリッジヒーター、ヒューズを交換する。 

参照先：本書 P.12 カートリッジヒーターの交換 

参照先：本書 P20 コントトール基板・ヒューズの交換 

 

現象：パワーランプは入るがスタート、オートスイッチがきかない。 

原因 1 前扉の安全マイクロスイッチが入っていない。(ON していない) 

対 策：安全マイクロスイッチの位置調整、又は交換する。 

参照先：本書 P.21 安全マイクロスイッチの調整・交換 

 

 

１－６．機械のコントロール不良 

 

現象：機械が回りっぱなしになる。停止位置でゆっくりとまる。オーバーランする。 

ヒーター温度の調整がきかない。 

原因 1 コントロール基板の不良。 

対 策：コントロール基板を交換する。 

参照先：本書 P.20 コントロール基板・ヒューズの交換 
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２．メンテナンスの準備 

※注意 

メインスイッチを ON にすると、POWER LED が点滅しヒーターに電圧をあたえ、設定温度までヒータ

ーの温度をあげます。ただし、安全マイクロスイッチが OFF の場合はヒーターに電圧をあたえませんの

でヒーターの温度はあがりません。 

メインスイッチを OFF にすると、ヒーターの電圧はすぐに 0V まで下がりますが、ヒーターの温度はす

ぐにはさがりません。完全に冷めるまでには約 60 分かかります。 

 

ヒーターの温度は熱電対にて管理されており、設定温度を保ちます。 

 

※安全マイクロスイッチが ON になっていないと機械は動作しません。 

機械を動作させる場合や、ヒーターの接着を確認する場合は、 

安全マイクロスイッチを必ず ON にしてください。 

 

※メンテナンス前の前準備 

 コントロール基板のディップスイッチ 6 を ON にしてからメンテナンスを行ってください。 

 ディップスイッチ 6 が OFF のままでは、２．メンテナンスの準備の④～⑦の設定が行えませんので、 

必ずディップスイッチ 6 を ON にしてください。 

 メンテナンスが終わりましたら、ディップスイッチ 6 を OFF にしてください。 

   

 

ディップスイッチ 

矢印のネジを外して基板カバーを取り外してくだ

さい。 

基板カバー 

ディップスイッチは左から１，２，３，４，５，

６，７，８番となっています。 

6 番以外は触らないでください。 
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① 本体の両側についている、矢印のネジ４カ所を

緩めてください。 

①  

② 前扉を開けてカバー本体を後ろに開き、 

機械を露出させてください。 

②  

③ 矢印のネジを外して、スイッチボックス取付板

を付属部品ごと取り外してください。 

裏側のネジも緩めてください。 

スイッチボックス取付板 
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④ 表示が[ C-st ]に切替るまで MODE スイッチを

長押ししてください。 

表示が切り替わったら MODE スイッチを離し

てください。 

⑤ DOWN (∨ )スイッチを 1 回押して表示を

[ JOG ]に切り替えてください。 

⑥ MODE スイッチを 1 回押して表示を[ P-on ]に

切り替えてください。 

⑦ 安全マイクロスイッチを押した状態で

POWER スイッチを押すと機械が微動し、離す

と止まります。 

調整しやすい位置になるまで機械を微動させ

てください。 

 

※安全マイクロスイッチが押されていない状

態では機械は動きません。 
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３．粘着テープの不具合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新品のテープは、崩れないように端を粘着テープ

で止めてあります。 

新品のテープを使用するときは、矢印の部分（粘

着テープが付いている部分）を必ず切り取ってく

ださい。切り取らずにそのまま使用すると、粘着

テープがローラーやテープクランプ部などに付着

して、テープが詰まる恐れがあります。 

矢印 A の部分でテープが蛇腹折れになって詰まっ

たときは、テープクランプ上かテープクランプレ

バーに粘着テープが付着している可能性がありま

す。付着している場合は、金差しなどでこすって

取り除いてください。その後シンナーなどで清掃

してください。 

粘着テープ 

アルミローラー テープクランプ上 

ゴムローラー 

テープクランプレバー 
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４．カートリッジヒーターの交換 

 

 

 

 

 

 

     

 

1mm 程出してください。 

コネクター 

スイッチボックス取付板 

カートリッジヒーター 

ヒータープレート 

① 前扉を開けて矢印のネジを外し、 

スイッチボックス取付板を付属部品ごと取り

外してください。 

② 手でヒーター下部を持ち上げ、矢印 A のネジを

外し、リード線止め、リード線保護プレートを

外してください。 

矢印 B のネジを外してカートリッジヒーター

を抜き取ってください。抜けにくい場合は、反

対側に細い棒を当てて、ハンマーで少しずつ叩

いて抜いてください。 

③ 新しいカートリッジヒーターをヒータープレ

ートに差し込んでください。カートリッジヒー

ターの端をヒータープレートの端から 1mm程

出してください。（30mm 仕様のみ） 

④ 上記矢印 B のネジでカートリッジヒーターを

固定し、上記矢印 A のネジでリード線止め、リ

ード線保護プレートを取り付けて固定してく

ださい。カートリッジヒーターの線はリード線

止め、リード線保護プレートの間を通し、図の

ように取り回し、コネクターに差し込んでくだ

さい。 

リード線止め 

リード線保護プレート 
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５．熱電対の交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 前扉を開けて矢印のネジを外し、スイッチボッ

クス取付板を付属部品ごと取り外してくださ

い。 

スイッチボックス取付板 

② 手でヒーター下部を持ち上げ、矢印 A のネジを

外し、リード線止め、リード線保護プレートを

外してください。 

③ B のネジを外して熱電対を取り外し、新しい熱

電対を取り付けてください。 

④ 上記の矢印 A のネジでリード線止め、リード線

保護プレートを取り付けて固定してください。

熱電対の線は図のように取り回し、基板に差し

込んでください。 

コネクター 

リード線止め 

リード線保護プレート 

熱電対 
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６．ゴムローラーの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 矢印のネジを外して、奥テーブルを取り外して

ください。または、カバー本体を開いてくださ

い。（カバー本体の開き方は、[ 2.メンテナンス

の準備 ]を参照してください。 

② 前扉を開けて、矢印のネジを緩めて 

テープ受け皿を取り外してください。 

③ 矢印のボルトを緩めて、ボムローラーを取り外

し、新しいゴムローラーを取り付けてくださ

い。 

 

ゴムローラーが外しにくい場合は、ボルト穴に

細い棒を少し差し込んで後ろに倒してくださ

い。ゴムローラーが前に押し出されて外れま

す。 

テープ受け皿 
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７．反転爪の交換 

 

 

 

 

 

 

 

① 反転爪が上がった状態（テープの輪が出来た原

点の状態）で、矢印のネジを緩めて反転爪を取

り外してください。 

反転爪 

反転爪の角度は 

水平にしてください。 

0.5mm 程の隙間を 

開けてください。 

正面図 

上面図 

② 新しい反転爪を取り付けてください。 

取り付けるとき、反転爪の角度は水平にしてく

ださい。 

③ 反転メタルと反転爪の間に 0.5mm 程度の隙間

を開けて、矢印のネジを締めてください。 



 

16 

 

８．カッターの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

  

① 前扉を開けて矢印のネジを外し、スイッチボッ

クス取付板を付属部品ごと取り外してくださ

い。 

スイッチボックス取付板 

② スペーサーが後ろに下がった中間点で、手でヒ

ーター下部を持ち上げ、矢印のボルト 2 ヶを緩

めてカッターを上に引き抜いてください。 

③ 新しいカッターを、ヒータープレートの面より

0.5mm 程下げ、手前（正面から見て右）に寄

せて取り付けてください。 

カッター 

右側（正面から見て右）

に寄せてください。 

0
.5

m
m

程
下
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

カッター 
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９．スラストベアリングの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 矢印のナットを外して、引締調整板から引締調

整ロッドを取り外し、スラストベアリングを取

り外してください。 

② 新しいスラストベアリングを取り付けてくだ

さい。 

スラストベアリングは 3 枚で一組です。内径の

小さい輪を先に入れてからボール入りの輪を

入れて、最後に内径の大きい輪を入れます。 

外側のスラストベアリングが破損する場合が

ほとんどですが、内側のスラストベアリングも

破損している場合は、こちらも交換する必要が

あります。 

スラストベアリング 

引締調整ロッド 

引締調整板 

内径小 内側 

スラストベアリング 内径大 

内径大 

内径小 

外側 

スラストベアリング 
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１０．ヒータースプリングの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① スペーサーが後ろに下がった中間点で、矢印の

ナットとヒータースライドピンを外してヒー

ターアングルを取り外し、ヒータースプリング

を取り外してください。 

ヒーター 

スライドピン 

ヒーター 

スライド 

ヒーター 

アングル 

ヒーター 

スプリング 

② 新しいヒータースプリングを取り付けてくだ

さい。 

ヒータースプリングに遊びがなく、なおかつ手

で回せる程度の位置でナットを締めて固定し

てください。 
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１１．右クランプスプリングの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① スペーサーが後ろに下がった中間点で、右クラ

ンプバーをカムシャフトから図のように外し

てください。 

矢印のネジを締めて、右クランプバーを取り外

してください。 

② ナットの位置を確認した後、矢印のナットを外

します。右クランプスプリングピンを抜いて、

右クランプスプリングを取り外し、新しい右ク

ランプスプリングを取り付けてください。ナッ

トは元の位置に取り付けてください。 

右クランプ 

スプリングピン 

ロックナットを 

緩めてください。 

右クランプ 

スプリング 

右クランプバー 

カムシャフト 



 

20 

 

１２．コントロール基板・ヒューズの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 矢印のネジを外して基板カバーを取り外して

ください。 

コントロール基板を交換する場合 

基板に繋がれているコネクターを外し、4 隅のネジ

を外してコントロール基板を取り外し、新しいコ

ントロール基板を取り付けてください。 

 

ヒューズを交換する場合 

ヒューズホルダーからヒューズを取り外し、新し

いヒューズを取り付けてください。 

ヒューズは 2 種類あります。ヒューズの定格に注

意してください。 

基板カバー 

ヒューズホルダー 

F2 ヒューズ：125V / 1A 

ヒューズホルダー 

F1 ヒューズ：250V / 3A 
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１３．安全マイクロスイッチの調整・交換 

 

      

 

 

 

  

スイッチボックスの側面に取り付けられている安

全マイクロスイッチが前扉で押されて ON になっ

ていないと機械は動きません。 

前扉がスイッチを押していない場合は、矢印 A の

ネジを緩めて前扉がスイッチを押せるように位置

を調整してください。 

スイッチが破損している場合は、矢印 B のネジを

外して安全マイクロスイッチを取り外し、新しい

安全マイクロスイッチを取り付けてください。 

スイッチはノーマルオープンタイプです。 

A 

A 

B 

B 
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１４．スペーサーAssy・スペーサーの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① スペーサーが後ろに下がった中間点で、スペー

サースプリング、スペーサーレバージョイント

ピンを取り外してください。 

スペーサーAssy を交換する場合 

矢印Aのボルトを外してスペーサーAssyを取り外

し、新しいスペーサーAssy を取り付けてください。 

作業前にスペーサーAssy の高さを確認し、元の位

置に取り付けてください。 

取り付ける時にスペーサーAssy が奥テーブルと当

らないように注意してください。 

場合によっては、スペーサーの圧力やヒーターの

角度を調整してください。 

 

スペーサーを交換する場合 

矢印 B のネジを外してください。 

矢印 C のネジを外してからクチバシピンを外して

スペーサーを取り外し、新しいスペーサーを取り

付けてください。 

スペーサーとスライドメタルがかたいときは、ヤ

スリですり合わせてください。 

場合によっては、クチバシのすり合わせや、ヒー

ターの角度を調整してください。 

クチバシスプリング 

スペーサースプリング 

スペーサーレバージョイントピン 

スペーサーAssy 

スペーサー 

クチバシピン 



 

23 

 

１５．ヒーターの調整 

 

 

 

   

 

 

 

 

    

 

スペーサー 
接着の仕組み 

テープは、スペーサーとヒータープレートの間に

挟まって熱が通ることにより接着します。 

したがってスペーサーとヒータープレートが平行

になっていないと、接着が悪くなり調整が必要に

なります。 

ヒータープレートの取り付け方 

ヒータープレートは、ヒータープレート取付ピン

の先が矢印のナットの面に重なる位置で取り付け

てください。 

カッターは、ヒータープレートの面から約 0.5mm

程下げて取り付けてください。 

ヒータープレートの位置の調整 

ヒータープレートは、クチバシと右クランプレバ

ーの間に入ります。 

図の状態で機械を止めて手で上に持ち上げ、クチ

バシや右クランプレバーに引っ掛かることなくス

ペーサーに当たっているか確認してください。 

どちらかに引っ掛かる場合は、矢印のナットを緩

め、ターンバックルネジを回して傾きを変えてく

ださい。 

 

※左側のナットは逆ネジなので注意してくださ

い。 

ヒータープレート 

ヒータープレート 

取付ピン 

0
.5

m
m

程
下
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

右クランプレバー 
スペーサー 

クチバシ 

ターンバックルネジ 

※注 逆ネジ 

左に傾く 右に傾く 

カッター 
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ヒーターアングル 

ヒータースライド 

テープにかかる圧力の調整 

ヒーターアングルはヒータースライドに対して上

下に滑ります。 

ヒータープレートがテープにかける圧力は、ヒー

ターアングルの位置を変えることで調整すること

ができます。 

ヒータープレートがスペーサーを押している状態

で、ヒーターアングルとナットとの間が 1～2mm

程度になるように調整してください。 

圧力がかかった状態で 

1～2mm 程度隙間を開けてください。 

※圧力が高い場合 ※圧力が低い場合 

矢印のナットの位置を上げ

て、ヒーターアングルの位置

を下げてください。 

矢印のナットの位置を下げ

て、ヒーターアングルの位置

を上げてください。ヒーター

スプリングが伸びた状態で圧

力がかかった時につぶれない

程度の位置にしてください。 

ヒータースプリング 
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ヒータープレート 

ヒータープレートの角度調整 

テープは、スペーサーとヒータープレートが平行

になっていないとうまく接着しません。 

ヒータープレートとヒーターアングルとの間隔を

ヒータープレート取付ピンとヒータープレート高

さ調整ピンで調整することでスペーサーとの平行

を出すことができます。ヒータープレートが十分

に温まった状態でテープを通して接着を行い、接

着したテープを剥がして接着の状態を見てくださ

い。 

ヒータープレート 

高さ調整ピン 

ヒーターアングル 

この部分が付いていない 

この部分が付いていない 

この部分が付いていない 

テープ 

※手前右側が付いていない場合 

矢印 A のナット 2 ヶの取付位置を下げて、ヒータ

ーアングルとヒータープレートとの間隔を広くし

てください。 

※手前左側が付いていない場合 

矢印 B のナット 2 ヶの取付位置を上げてヒーター

アングルとヒータープレートとの間隔を縮めて、

図中の丸印で示した部分が上がるように調整して

ください。 

※左側が付いていない場合 

矢印 C のナット 2 ヶの取付位置を変えてヒーター

アングルとヒータープレートの間隔を広げ、図中

の丸印で示した部分が上がるように調整してくだ

さい。（ターンバックルネジで微調整することもで

きます。P.23 参照） 
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１６．右クランプレバーの調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テープは、テープクランプレバーとテープクラン

プ上の間、右クランプレバーとスペーサーの間を

ピンと張った状態でとおり、カッターが上がると

切れます。 

スペーサーに対して右クランプレバーが平行にな

らないと、テープのつかみが緩くなり、テープの

切れが悪くなります。 

右クランプレバーをモンキーレンチなどで挟んで

曲げ、右クランプレバーとスペーサーが平行にな

るように調整してください。 

スペーサー 

テープクランプ上 

右クランプレバー 

テープ 

カッター 

テープクランプレバー 

スペーサー 

右クランプレバー 

ここをモンキーレンチなどで 

挟んで曲げてください。 
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１７．テープ巾決めの調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

矢印で示したテープ巾決めとアルミローラー板の

間の巾は、テープ巾より約 1mm 少なく設定されて

います。 

30mm 巾のテープを使用している場合、矢印の巾

は約 29mm になります。 

この設定によってテープ巾決めがテープを押し、

テープの輪立ちと引締めを安定させます。 

しかし、テープは生産ロットによって巾がばらつ

くことがあります。現在ご使用になられているテ

ープと、工場出荷時の設定が合わない場合は、テ

ープ巾決めがテープを押さず、テープの輪立ちと

引締めが安定しません。そのときは調整が必要と

なります。 

テープセットノブの先端はネジ切りしてあり、そ

の部分がテープ巾決めピンとの当たりになりま

す。 

ナットを緩めてテープセットノブを回すことによ

り、矢印で示した間の巾を調整することができま

す。 

テープ巾決めがテープを押していない場合は、テ

ープセットノブを左に回してテープ巾決めが奥に

入るように調整してください。 

アルミローラー板 

テープ巾決め 

テープセットノブ 
テープ巾決めピン 

ナット 

テープ巾決め 
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１８．テープクランプ部の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テープクランプ上とテープクランプレバーがテー

プをつかんだときに機械を止め、テープを手で引

っ張ってつかみが弱くないか確認してください。 

※つかみが全体的に弱い場合 

テープクランプ上がずれない位で矢印 A のキャッ

プボルト約 1/4 回転緩め、矢印 B のナットを緩め

てください。次に矢印 C のホロセットネジを約 1/4

回転ずつ締めてテープクランプ上の位置を下げて

ください。テープにかかる圧力が上がります。 

※先端部のつかみが弱い場合 

テープクランプ上の先端部分をハンマーで少し叩

いてください。テープにかかる圧力が均等になり

ます。 

 

※圧力を上げ過ぎると破損の原因となりますので

注意してください。 

テテープクランプ上 

テープクランプレバー 
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